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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調装置のためのコンプレッサーに対してエンジンの回転トルクを伝達するための装置
であって、この装置が、
このコンプレッサー軸との結合のためのハブ（７）、および、回転可能にコンプレッサー
ケーシング（４）の上に軸受けされたベルトプーリ（１）を有しており、
その際、このベルトプーリ（１）、およびハブ（７）が、振動を緩衝するための機構（９
）、および過負荷から保護するための機構を介して、互いに結合されており、
その際、この過負荷からの保護機構が、このベルトプーリ（１）とハブ（７）との間の結
合が予め設定された回転トルクの超過の際に遮断されるように形成されている様式の、上
記装置において、
過負荷から保護するための機構が、
２つの構成部品、即ち、連行体（５）およびリミッターリング（６）によって形成されて
おり、その際、
このリミッターリング（６）が、金属から成り、且つ、中心点に向かって半径方向に整向
されたピン部（６ａ）を装備しており、且つ、
ハブ（７）との半径方向の形状一体的結合によって、回転トルクをコンプレッサー軸に対
して伝達すること、および、
この連行体（５）が、このリミッターリングを囲繞する合成物質によって形成されており
、且つ、この連行体（５）およびリミッターリング（６）が、軸線方向に、このハブ（７
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）の上で摺動可能であるように構成されていること、および、
このリミッターリングのピン部（６ａ）が、このリミッターリング（６）へのこれらピン
部の移行部において、収斂部を有していること、
この収斂部によって、この収斂部の領域が明確に最も弱い位置として構成され、従って、
明確な破断円が定義されるように構成されていること、
を特徴とする装置。
【請求項２】
　合成物質は、フェノール－ホルムアルデヒド樹脂であることを特徴とする請求項１に記
載の装置。
【請求項３】
　リミッターリング（６）は、外縁部側で、成形部を有することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の装置。
【請求項４】
　空調装置のためのコンプレッサーに対してエンジンの回転トルクを伝達するための装置
であって、この装置が、
このコンプレッサー軸との結合のためのハブ（７）、および、回転可能にコンプレッサー
ケーシング（４）の上に軸受けされたベルトプーリ（１）を有しており、
その際、このベルトプーリ（１）、およびハブ（７）が、振動を緩衝するための機構（９
）、および過負荷から保護するための機構を介して、互いに結合されており、
その際、この過負荷からの保護機構が、このベルトプーリ（１）とハブ（７）との間の結
合が予め設定された回転トルクの超過の際に遮断されるように形成されている様式の、上
記装置において、
過負荷から保護するための機構が、
１つの構成部品、即ち、金属から成る連行ディスク（１０）によって形成されており、
その際、この連行ディスク（１０）が、中心点に向かって半径方向に整向されたピン部（
１０ａ）を装備しており、且つ、
ハブ（７）との半径方向の形状一体的結合によって、回転トルクをコンプレッサー軸に対
して伝達し、且つ、
この連行ディスク（１０）が、軸線方向に、このハブ（７）の上で摺動可能であるように
構成されていること、および、
この連行ディスク（１０）のピン部（１０ａ）が、リング形状の部分へのこれらピン部の
移行部において、収斂部を有していること、
この収斂部によって、この収斂部の領域が明確に最も弱い位置として構成され、従って、
明確な破断円が定義されるように構成されていること、
を特徴とする装置。
【請求項５】
　ハブ（７）は、ピン部（６ａ、１０ａ）の収容のために、軸線方向に指向する溝部を有
することを特徴とする請求項１から４のいずれか一つに記載の装置。
【請求項６】
　ハブ（７）は、端面側に、固定部材の埋め込みを可能とする凹部を有していることを特
徴とする請求項１から５のいずれか一つに記載の装置。
【請求項７】
　過負荷から保護するための機構、および、ハブ（７）が、別々の構成部品であることを
特徴とする請求項１から６のいずれか一つに記載の装置。
【請求項８】
　ハブ（７）と、リミッターリング（６）、もしくは連行ディスク（１０）との間に、ば
ね部材（１１）が配設されていることを特徴とする請求項１から７のいずれか一つに記載
の装置。
【請求項９】
　ハブ（７）は、合成物質から成ることを特徴とする請求項１から８のいずれか一つに記
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載の装置。
【請求項１０】
　ハブ（７）は、アルミニウムから成ることを特徴とする請求項１から８のいずれか一つ
に記載の装置。
【請求項１１】
　ハブ（７）は、焼結金属から成ることを特徴とする請求項１から８のいずれか一つに記
載の装置。
【請求項１２】
　ハブ（７）は、黄銅から成ることを特徴とする請求項１から８のいずれか一つに記載の
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンプレッサー、特に空調装置のためのコンプレッサーに対してエンジンの
回転トルクを伝達するための装置であって、この装置が、
このコンプレッサー軸との結合のためのハブ、および、回転可能にコンプレッサーケーシ
ングの上に軸受けされたベルトプーリを有しており、
その際、このベルトプーリ、およびハブが、振動を緩衝するための機構、および過負荷か
ら保護するための機構を介して、互いに結合されており、
その際、この過負荷からの保護機構が、このベルトプーリとハブとの間の結合が予め設定
された回転トルクの超過の際に遮断されるように形成されている様式の、上記装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　空調装置のためのコンプレッサーは、通常は、多重Ｖベルトを介して、内燃エンジンの
クランク軸によって駆動される。このコンプレッサーがブロックした際、このベルトは滑
動し、且つ、通常は破壊される。このことによって、同様に他の、同じベルト伝動装置内
において設けられている機構ユニットも、もはや駆動されない。最も不利な場合、ステア
リングアシストが突然止まってしまう。
【０００３】
　この事情を防止するために、回転トルクを伝達する部材の内の少なくとも１つの部材が
、基準破断機能を備えていなければならず、この基準破断機能は、作動上慣例でない回転
トルクにおいて、ベルトプーリとコンプレッサー軸との間の結合を解除する。このベルト
プーリは、その場合に、コンプレッサーを駆動すること無しに、更に引き続いて機能的な
ベルト伝動装置の働きを行う。
【０００４】
　ドイツ連邦共和国特許公開第１９８　６０　１５０号明細書（特許文献１）は、特に、
その装置において、合成物質から成る連行体が、強固にハブと結合されている、装置を記
載している。基準破断機能が、専ら合成物質とハブとの間の結合によってだけで与えられ
ており、且つ、従って、強度に温度に依存することは欠点である。更に、同様にこの合成
物質の老朽化状態が、この基準破断位置の破断に対して影響力を有しており、従って、総
じて、この基準破断機能は、大きなばらつきの支配下にある。
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許公開第１９８　６０　１５０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の課題は、冒頭に記載した様式の装置を、基準破断機能が、非常に小さ
なばらつきでもって作動するように改良することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　この課題は、冒頭に記載した様式の装置において、本発明により、過負荷から保護する
ための機構が、
過負荷から保護するための機構が、
２つの構成部品、即ち、連行体およびリミッターリングによって形成されており、その際
、
このリミッターリングが、金属、有利には焼結金属から成り、且つ、中心点に向かって半
径方向に整向されたピン部を装備しており、且つ、
ハブとの半径方向の形状一体的結合によって、回転トルクをコンプレッサー軸に対して伝
達すること、および、
この連行体が、このリミッターリングを囲繞する合成物質によって形成されており、且つ
、この連行体およびリミッターリングが、軸線方向に、このハブの上で摺動可能であるよ
うに構成されていること、および、
このリミッターリングのピン部（６ａ）が、このリミッターリング（６）へのこれらピン
部の移行部において、収斂部を有していること、
この収斂部によって、この収斂部の領域が明確に最も弱い位置として構成され、従って、
明確な破断円が定義されるように構成されていることによって解決される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明による装置の場合、基準破断機能が、専らリミッターリングによってだけで限定
され、その際、温度、および老朽化に関しての諸影響は問題にならない。この基準破断機
能は、この基準破断機能が回転方向に依存せずに破断し、このことによって、本発明によ
る装置が、同様に異なる回転方向を有するコンプレッサーにも適しているように形成され
ている。この基準破断機能は、しかしながら同様に、有利な方向のために指定されること
も可能である。
連行体、リミッターリング、およびハブが、別々の構成部品であることによって、極めて
容易に、ハブ内側幾何学的形状の交換によって、全ての装置が、異なるコンプレッサーの
ために適応され得る。
【０００８】
　ピン部は、本願発明により、リミッターリングの内径を突出する、種々の幾何学的な形
状の成形アンダーカット部（Formhinterschneidungen）として定義されており、これら幾
何学的な形状が、回転トルクの半径方向の伝達を誘起する。
【０００９】
　連行体のための合成物質の使用によって、１つの構成部品を、僅かな重量によって提供
することは可能である。この連行体が、別個の合成物質ディスクとして付着され、または
、しかしながら同様に、リミッターリングの被覆（押出し被覆成形）によって形成される
ことは可能である。
【００１０】
　合成物質がフェノール－ホルムアルデヒド樹脂である場合、特に有利である。フェノー
ル－ホルムアルデヒド樹脂の特性に基づいて、通常は、同様にベルトプーリも、フェノー
ル－ホルムアルデヒド樹脂から製造されているので、特に良好な嵌合的な精確性が、この
構造物の全温度範囲にわたって達せられる。何故ならば、如何なる、これら構成部品の異
なる膨張も起こらないからである。
【００１１】
　更に、十分な形状一体化を、被覆する合成物質に対して保証するために、リミッターリ
ングが、外縁部側で、成形部を有する場合、有利である。
【００１２】
　更に、この課題は、１つの装置によって解決され、この装置の場合、
過負荷から保護するための機構が、
１つの構成部品、即ち、金属から成る連行ディスクによって形成されており、
その際、この連行ディスクが、中心点に向かって半径方向に整向されたピン部を装備して
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おり、且つ、ハブとの半径方向の形状一体的結合によって、回転トルクをコンプレッサー
軸に対して伝達し、且つ、この連行ディスクが、軸線方向に、このハブの上で摺動可能で
ある。この実施形は、コスト利点を有している。何故ならば、ただ１つの構成部品が製造
され、且つ組込まれねばならないだけであるからである。連行ディスクの場合、より多く
の質量、即ちより高い慣性質量モーメントを有する部材を使用することは同様に追求する
値打ちがある。何故ならば、このより高い慣性質量モーメントは、コンプレッサーの回転
振動の低減を誘起するからである。金属から成る連行ディスクは、合成物質から成る同じ
構造の部材と比較して、約１０倍の慣性質量モーメントを有している。
【００１３】
　リミッターリング、もしくは連行ディスクのピン部が、このリミッターリングへのこれ
らピン部の移行部において、もしくは、リング形状の部分へのこれらピン部の移行部にお
いて、収斂部を有している場合、特に有利である。この収斂部によって、この領域は、明
確に最も弱い位置として構成され、従って、明確な破断円（Bruchkreis）が定義される。
【００１４】
　ハブが、ピン部の収容のために、軸線方向に指向する溝部を有する場合、特に有利であ
る。ハブ内における、軸線方向に指向する外側のこれら溝部は、これら溝部の長さ内にお
いて、コンプレッサーの製造許容差を、および、このことによるケーシングに対するコン
プレッサー軸の位置相違を、容易に補償可能とするために、リミッターリングのピン部が
、軸線方向において、このハブの上で移動可能であるように構成されている。
【００１５】
　他方また、ハブが、端面側に、固定部材の埋め込みを可能とする凹部を有している場合
、有利であり、このことによって、全装置の構造長さは、明確に低減される。
【００１６】
　特に、市場に存在する連行体と比較して、過負荷から保護するための機構、および、ハ
ブが、別々の構成部品である場合、更に、有利である。このことによって、このハブの最
大の外径を、リミッターリングの破断円よりも、より大きく形成することが可能である。
このリミッターリングのピン部のせん断の際に、連行ディスク、およびリミッターリング
が、この装置から放擲されることは、確実に防止され、同様に、費用がかかる付加的構成
無しに、連行体の折り取られた部材の放擲が防止されることも保障される。
【００１７】
　ハブと、リミッターリング、もしくは連行ディスクとの間に、ばね部材が配設されてい
る場合、有利である。場合によっては生じる騒音形成を防止するために、このハブとリミ
ッターリングとの間に、ばね作用を行う部材が配設され得る。
【００１８】
　その材料からハブが製造される材料は、そのことと関連する比較的に僅かな重量に基づ
いて、有利には、合成物質である。更に、このハブがアルミニウム、焼結金属、または黄
銅から成ることは可能である。
【００１９】
　次に、図に基づいて、本発明を例示的に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１は、ベルトプーリ１を示しており、このベルトプーリが、コンプレッサーの図示さ
れていない軸、（コンプレッサーケーシング４、軸受３、鋼リング２）を駆動する。この
ベルトプーリ1・とハブ７との間に、図示された構成部品、連行体５、およびリミッター
リング６を有する、振動を緩衝するため、および過負荷から保護するための機構が設けら
れている。
【００２１】
　図２および３から、更に、このリミッターリング６が、中心点に向かって半径方向に設
けられたピン部６ａを有しており、これらピン部が、軸線方向に指向するハブ７の溝部内
へと係合していることは明瞭である。このハブ７内におけるこれら軸線方向に指向する外
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線方向において、ハブ７の上で移動可能であるように構成されている。外縁部側で、この
リミッターリング６は、連行体５によって囲繞され、この連行体が、半径方向にセグメン
ト化された成形部によって、軸線方向内において、ベルトプーリ１内へと突出している。
このベルトプーリ１は、リブを貫いて、連行体５が隆起されたセグメントを備えていると
同様な数の凹部を有している。このベルトプーリ１と連行体５との間に、振動を緩衝する
機構が、この機構の弾性的な部材９と共に設けられており、これら弾性的な部材９が、こ
のベルトプーリ１と、図示されていないコンプレッサー軸との間で、回転振動の緩衝を保
証する。
【００２２】
　図４は、リミッターリング６とハブ７との間の、ばね作用を行う部材１１の配設を示し
ている。
【００２３】
　図５内において、再度、連行体５、およびリミッターリング６が、分離された構成部品
として図示されている。このリミッターリング６は、連行体５の形成のために、フェノー
ル－ホルムアルデヒド樹脂でもって被覆されて図示されている。
【００２４】
　図６および７は、１つの部材から成る連行ディスク１０の様式における、過負荷から保
護するための構成部品を示しており、その際、この連行ディスク１０が、中心点に向かっ
て、半径方向に設けられたピン部１０ａを有しており、これらピン部が、軸線方向に指向
する、ハブ７の溝部内へと係合している。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】線Ａ－Ａに沿った、本発明による装置の断面図である。
【図２】三次元的な、本発明による装置の断面図である。
【図３】前方から観た、本発明による装置の分解図である。
【図４】ばね部材の配設の、三次元的な図である。
【図５】後方から観た、リミッターリングを有する、２つの部材から成る連行体の、三次
元的な図である。
【図６】前方から観た、１つの部材から成るような連行体の、三次元的な図である。
【図７】後方から観た、１つの部材から成るような連行体の、三次元的なである。
【符号の説明】
【００２６】
　１　　ベルトプーリ
　２　　鋼リング
　３　　軸受
　４　　コンプレッサーケーシング
　５　　連行体
　６　　リミッターリング
　６ａ　ピン部
　７　　ハブ
　９　　弾性的な部材
　１０　連行ディスク
　１０ａ　ピン部
　１１　ばね作用を行う部材
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